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３．事業の実施状況 

 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業  

事業名 【NO.14】 

岩手県介護施設等整備事業 

【総事業費】 

110,400 千円 

 

事業の対象となる区域 盛岡区域、岩手中部区域、胆江区域、両磐区域、気仙区域、釜石区域、

宮古区域、久慈区域、二戸区域 

事業の実施主体 岩手県 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～令和５年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

介護を要する高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよ

う地域密着型サービスの提供体制の充実を支援する。 

アウトカム指標：地域密着型特別養護老人ホーム等の合計床数 4,276床 

事業の内容（当初計画） 
①地域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

整備予定施設等 

 小規模多機能型居宅介護事業所      80 床／月分（９か所） 

 地域密着型特別養護老人ホーム          29 床（１か所） 

 認知症高齢者グループホーム            99 床（７か所） 

 認知症対応型デイサービスセンター      ３か所  

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所   ３か所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所      ３か所 

 地域包括支援センター           ３か所 

②介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を行う。 

整備予定施設等 

 小規模多機能型居宅介護事業所      80 床／月分（９か所） 

 地域密着型特別養護老人ホーム          29 床（1 か所） 

 認知症高齢者グループホーム           90 床（６か所） 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所   ３か所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所      ３か所 

 訪問看護ステーション            １か所 

  
 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

○地域密着型介護老人福祉施設の床数増：1,155 床（5 期末）→ 1,651 床 

○認知症高齢者グループホームの床数増： 2,278 床（5 期末）→ 2,634 床 



   

 

アウトプット指標（達成

値） 

○地域密着型介護老人福祉施設の床数増： 1,155 床（5 期末）→ 1,614 床 

○認知症高齢者グループホームの床数増： 2,278 床（5 期末）→ 2,546 床 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：地域密着型特別養護老人ホーム

等の合計床数 4,276床 

⇒事業実施中 

（１）事業の有効性 

アウトカム指標には届かなかったものの、地域密着型サービス施設等

の整備により地域密着型介護老人福祉施設及び認知症高齢者グループホ

ームの床数が増加し、高齢者が地域において、安心して生活できる体制

の構築が進んでいる。 

（２）事業の効率性 

調達方法や手続について行政の手法を紹介することで一定の共通認識

のもとで施設整備を行い、調達の効率化が図られた。 

その他  

 

 

 

 

 


